
フラクタル日除け

都市を冷やす
フラクタル日除け 木陰のような空間つくり
～シェルピンスキーの森

 研究技術開発の目的と効果 
　本発明の目的は、効率よく温度上昇を抑制することが可能な日除けあるいは放熱器を提供する
ことにあります。本発明の日除けを適用することで強い日射を受けても、遮光するだけでなく日
除け自体の温度が上昇することがありません。従って高温になった日除けが熱輻射を放出するこ
とがなく、熱輻射により被輻射物が加熱されることを抑制します。

 研究技術概要と適用分野 
　従来の日除けは、強い日射を受けると日除け自体の温度が上昇して赤外線が放射（熱輻射）さ
れます。この赤外線により被輻射物は、遮光されたとしても加熱されてしまいます。本発明の日
除けの構造によれば、強い日射を受けても遮光しつつ日射により生じた熱を効率よく逃がすこと
が出来ます。従って、日除け全体の温度上昇を抑制することが出来ます。

適用分野
・屋根材：公園、バス停の庇　・屋上緑化の代替品としての放熱用屋根
・電気機器のヒートシンク　　・その他施設の日除け対策
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 研究技術の製品化  
　実験設備

 研究技術の裏付け 
シェルピンスキーの森
　「シェルピンスキーの森」は、樹木の幾何学的構造に習っ
て、葉っぱのような小片をフラクタル的に配置した新し
い日除けです。完全な人工物でありながら、自然の樹木
に近い特性を持っています。
　特定の方向の光を完全に遮断する一方で風通しが良く、
熱がこもらず、大きな開放感のある空間を創ります。太
陽の方向によっては日光が漏れてきますが、この光が木
漏れ日のような爽やかさを演出します。パラソルのよう
に１枚の大きな面で光を
受けると、その面が高温
になり、そこから不快な
輻射熱が放射されますが、
シェルピンスキーの森で
は、そのような輻射熱が
抑えられています。
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